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結城市景観計画変更（案） 

■景観区分全体図（変更前） 
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■景観区分の一部変更 
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６ 景観形成基準 （結城市景観計画より抜粋） 
６－１．景観形成基準で定める事項 

景観計画区域及び景観形成重点地区において，先述の届出対象行為に対する景観形成基準を

定め，市民・事業者との協働により景観区分ごとに良好な景観形成を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①建築物 

 

位 置 

 

高 さ 

 

 

形態意匠 

・色彩 

建築物に付帯 

する広告物 

 

緑 化 

・街並みとしての連続性確保や，良好な住環

境の維持・保全を目的として，壁面の位置

に関する配慮事項を定めます。 

その他 

・街並みから突出した高さとならないよう，

また日照等良好な住環境の維持・保全を目

的として，高さに関する配慮事項を定めま

す。 

・周辺の景観と調和し，風格と落ち着きのあ

る景観の維持・創出を目的として，建築物

の形態、デザインに関する配慮事項を定め

ます。 

・同様に，建築物の外壁や屋根，屋外設備等

の色彩に関する配慮事項を定めます。 

・景観に大きく影響を及ぼす恐れのある看

板・広告物に関する配慮事項を定めます。 

・うるおいある景観の創出を目的に道路に面

する部分や敷地囲障，駐車場等への緑化に

関する配慮事項を定めます。 

・建築設備や敷地内に設置される広告物等に

関する配慮事項を定めます。 

②工作物 

・原則として，建築物と同様の考え方に基づき景観に対する配慮事項を

定めます。また，太陽光発電施設や通信用鉄塔の設置に対する配慮事

項についても定めます。 

③その他 
・土地の形質の変更に伴い設置されるのり面や擁壁に対する景観に対す

る配慮事項を定めます。 
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景観区分 

 

事項 
7）工業地ゾーン 

位 置 
・圧迫感を軽減し開放感ある工業地の景観を形成するため，壁面の位置は積極的に道路

境界線から後退させること。 

高 さ 
・周辺の景観や隣接する建築物との調和に配慮しながら，突出した高さとならないよう

努めること。 

形

態

意

匠

・

色

彩 

形 態

意匠 

・良好な工業地景観の形成を図るため，奇抜なデザインは避けながら，隣接する建築物

同士の形態的調和や周辺の田園集落・自然環境に配慮すること。 

色彩 

・建築物の外壁，屋根及び屋外設備等の色彩は，原則として原色を避け，以下の表で定

める範囲内で，できる限り低彩度となるよう努めること。ただし，材料本来の素材色

や地域の歴史的風致になじむ色彩については，この限りではない。 

・強調色（アクセントカラー）を使用する場合は，原則として低層部に小さく使用し，

使用する色彩相互の調和に十分配慮すること。 

 

色 相 彩 度 

Ｒ（赤） ６以下 

ＹＲ（黄赤） ６以下 

Ｙ（黄） ６以下 

ＧＹ（黄緑），Ｇ（緑），ＢＧ（青緑），Ｂ（青），

ＰＢ（青紫），Ｐ（紫），ＲＰ（赤紫） 
６以下 

※彩度が４～６の場合，明度は６以下とする 

※色彩表示についてはマンセル表色系による 

建築物に

付帯する

広 告 物 

・建築物に付帯する広告物は，節度ある良好な景観形成を図るため，その設置位置，規

模，形態意匠，色彩及び材料について配慮すること。 

・過度な立体造形看板や大型映像看板（LEDビジョン等）などの設置は，できる限り避

けるよう努めること。 

・企業や団体等の組織を象徴する色（コーポレートカラー）については，できる限り彩

度の高い色彩を大面積で用いることは避けること。 

緑 化 

・できる限り敷地内の緑化に努めること。 

・道路に面して駐車場等を設置する場合は，道路に面する側の積極的な緑化を図ること。 

・独立して設置する広告物の足下は，できる限り緑化に努めること。 

・敷地内の植栽や緑地については，適切な維持管理に努めること。 

そ の 他 

・建築設備等については，できる限り沿道から目立たない位置に設置するよう努めるこ

と。 

・道路に面する部分にフェンス等を設置する場合は，透過性のあるフェンスとすること。 

・敷地内に設置される広告物は，敷地内の建築物本体及び周辺の景観と調和する高さ，

位置，規模，形態意匠，色彩及び素材とすること。 

・立体駐車場を設置する場合は，できる限り沿道からの見え方に配慮した，配置，形態

意匠，色彩となるよう努めること。 
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②工作物                                    

 

景観区分 

 

事項 
各ゾーン共通 

工 作 物 

・原則として，各ゾーンにおける建築物の基準に準ずる。ただし，やむを得ない場合は，

工作物の種類や用途に応じ，設置位置や形態意匠及び色彩等について各ゾーンの景観

特性を考慮した上，周辺の景観との調和を図る工夫を行うこと。 

・地上に設置される太陽光発電施設（建築物へ設置するものを除く）は，位置について

は，道路の見通しの妨げにならないよう，必要な対策を講じること。また，事業区域

の面積に応じ，適切な緩衝帯を設けること。パネル及び付帯設備の色彩については，

黒，グレー系，ダークブラウン系その他周囲と調和したできる限り目立たない色彩と

し，彩度は３以下（マンセル表色系による）とすること。 

高さについては，山並み，丘陵，河川等の自然景観を阻害しないよう配慮すること。

ただし，城跡周辺地区地区計画ゾーンについては，景観形成重点地区の基準に準ずる。 

・通信用鉄塔の設置にあたっては，設置位置は幹線道路から30ｍ以上離れた位置に設置

すること，道路に面する側は緑化すること，シリンダー型に統一することを原則とす

る。 

 

 

③その他（土地の形質の変更）                          

 

景観区分 

 

事項 
各ゾーン共通 

そ の 他 

・できる限り現況の地形を活かし，長大なのり面及び擁壁が生じないよう努めること。 

・のり面の勾配は，できる限り緩やかにとり，緑化等による修景に努めること。 

・擁壁は，周辺の景観との調和に配慮するとともに，前面の緑化等により景観への影響

を極力抑えるよう努めること。 
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決定（変更）した都市計画の概要 

 

結城第一工業団地繁昌塚南地区は，結城第一工業団地を拡大し，工業系の拠

点性強化を図ることを目的に，土地区画整理事業による宅地と都市基盤の整備

を一体的に進めるとともに，地区周辺との調和を図りながら，工場等の良好な

操業環境を確保するため，令和６年２月２２日に以下の都市計画を決定（変更）

告示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象都市計画 決定権者 
面積

(ha) 
決定（変更）の概要 

区域区分の変

更 
茨城県 23.1 

市街化調整区域から市街化区域に編入す

る変更 

用途地域の変

更 

結城市 

23.1 
工業専用地域（容積率 200％・建ぺい率

60％）を新たに指定する変更 

市街地開発事

業の決定 
22.7 

土地区画整理事業の施行区域を定める決

定 

下水道の変更 23.1 公共下水道の区域に編入する変更 

地区計画の決

定 
22.7 地区計画を定める決定 
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 位 置 図  
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【区域区分の変更】／【用途地域の変更】 

  

凡  例 
現在の市街化区域の範囲 

市街化区域の拡大範囲 

現在の工業専用地域 

工業専用地域の拡大範囲 
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【地区計画の決定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区計画とは，町丁単位や街区単位などの身近な地区を単位とし

て，地区の特性を活かしたきめ細かいまちづくりを定める制度で

す。地区計画では，その地区に適したふさわしいまちの姿の実現に

向けて，建築物の用途・形態などの制限や，道路など公共施設の配

置・規模に関するルールを都市計画として定めることができます。 

市内では，「城跡周辺地区」「結城第一工業団地上山川北部地区」

で地区計画を定めています。 

地区計画の構成 

「どのようなまちにしていきたいか」の目

標を定めます。 

目標を実現するために必要な，公共施設や

建築規制の方向づけを定めます。 

地区計画の概要 

地区計画の 

目標・方針 

方針に従って，まちづくりの内容を具体的

に定めます。道路・公園などの配置や，建

築物，土地利用に関するルールを決めるこ

とができます。 

なぜ地区計画が必要なのか？ 

【周辺環境との調和】 

①雨水の表土流出による農業用水や周辺農地への混入が生じた

場合に，農作物への影響が発生する恐れがある物資を扱う施設

を制限する必要があります。 

②施設立地による日陰の影響を低減するため，建築物の外壁の位

置を制限する必要があります。 

【良好な操業環境の確保】 

①不特定多数の人の往来や車両交通が発生すると，円滑な操業に

支障が生じる恐れがあります。 

②産業用地の分割により，操業環境が悪化する恐れがあります。 

地区整備計画 

ゆとりある工業地の形成を図るとともに，良好な操業

環境を維持するために，敷地面積の最低限度を 3,000 ㎡

と定めます。 

敷地面積の最低限度について 

地区の周辺には農地等が広がっており，農作物への影

響が懸念される産業廃棄物を扱う施設の立地を抑制する

とともに，安全で良好な工業地の操業環境を確保するた

めに，子どもや高齢者をはじめとした不特定多数の人が

往来しやすい施設や自動車教習所の立地を抑制します。

また，地区周辺への悪臭等の影響を未然に防ぐために，

畜舎の立地も抑制します。 

 

【用途地域の制限に加え、以下の施設も制限します】 

１ カラオケボックスその他これらに類するもの 
２ 公衆浴場 
３ 老人福祉センター，児童厚生施設その他これらに類するもの 
４ 自動車教習所 
５ 畜舎 
６ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和 45 年法

律第 137 号）第２条第４項に規定する産業廃棄物の
処理施設の用途に供する建築物又は工作物で，次に掲
げるもの 
(1)事業者が事業場と同一の敷地以外の場所に設置す

る中間処理施設及び最終処分場 
(2)事業者が事業場と同一の敷地に設置する廃棄物の

処理及び清掃に関する法律施行令（昭和 46 年政令
第 300 号）第７条第１４号に掲げる最終処分場 

(3)処理業者が設置する積替保管施設，中間処理施設及
び最終処分場 

(4)廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則（昭和

46 年厚生省令第 35 号）第９条第２号又は第 10
条の３第２号の規定による指定を受けた者が設置
する産業廃棄物の再生利用を行うための施設 

建築物等の用途の制限について 
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周辺農地の農作物に，地区内からの生じる日陰の影響を抑制するとともに，

緑ある市街地環境を形成するために，壁面の位置の制限を定めます。 

 

【道路沿い等においては壁面線の位置を制限します】 

計画図に表示する道路境界線においては、壁面線までの距離を３．０ｍ以上

とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，壁面の位置の制限により外壁を後退させた空間には，広告物，自動販

売機などの工作物の設置を制限することで，緑化を推進し，周辺環境と調和し

た工業地の形成を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

壁面の位置の制限について 

道路 

境界線 

３ｍ 

道路 

結城第一工業団地繁昌塚南地区地区計画 計画図 


